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ても亡き母親の代用として、Martinは結婚相手
に選んだと考えられる。
それから、近親相姦について考察したい。1956
年にイギリスでは法律で近親相姦が禁止されて
いるので、この小説が書かれたころは、このト
ピックは比較的新しいものであった。Palmerと
Honorの兄妹の近親相姦は彼らがまだ年少の頃か
ら続いていた。彼らの母親が正気を失ったのも、
このことが原因だったと推測できる。そして、
二人とも社会的地位が高いので、ひたすら秘密
にしていたのだ。物語の中盤でMartinは Honor
に恋する気持ちを抑えきれずに、Cambridgeの
Honorの家を訪ね、戸を壊して二階の彼女の寝室
へと侵入する。そこで、寝室のベッドに寝ている
Palmerと Honorの近親相姦の場面を目撃する。
彼を Cambridgeに駆り立ててこの発見をした原
動力は、酒蔵で Honorに暴力をふるった事件に
よって発散されたのだ。近親相姦を目撃したこ
とがきっかけでMartinと Palmerの力関係が逆転
し、Martinは優位になる。Martinは恋敵の決定
的な事実を突き止めたが、近親相姦に対して抑え
がたい恐怖にかられる。Palmerはこのことを言
外しないことをMartinに約束させようと試みた
が、Martinは自分が優位に立つために敢えて約
束はしなかった。
Antoniaが離婚をしたいと言い、愛人 Palmer

のもとに去ったのでMartinは妻を失った。そし
て、Goergieにも物足りなさを感じ、大きな強力
な愛が必要となってくる。「Honorは人間らしい
考えを救済する本質と大きな愛を併せ持ってい
る」と A.S.Byattは述べている。Martinが愛を
必要としていた時、ちょうど Honorが現れる。
Honorの印象はMartinの中で、醜い独身女とい
う第一印象から、その後、力に溢れた指揮官にな
り、それからヘブライの天使になり、最終的には
愛に満ちた女神になる。Honorは自らを呪われた
身として諦めて、愛を受け入れることを拒んでい
たが、物語のエンディングでMartinの家に急に
現れて、ギュケスとカンダウレスの神話を持ち出
す。この神話の影響を受けて、Martinは Honor
によって、恋人に選ばれる。Honorの近親相姦の
場面と Honorの裸体を見たことにより、特権を
得たのだ。神話をモチーフにしたMurdochの試
みは効果的で機知に富んでいる。この二人の愛の
行方に興味を持つ読者をMurdochは優しく受け
止め、「あなたはチャンスをつかまないといけな
い。」「君もね。」と結んでいる。Martinを中心に
展開するこの恋の物語はとても痛快で心地よく、
Honorが自分の正体を語った響くセリフには感動
した。またエディプスコンプレックスや近親相姦
について考えさせられた。このような特殊な愛や
人間の愛の多様性も理解できたような気がする。
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マードックの『ユニコーン』とシャーロット・
ブロンテの『ジェイン・エア』、そしてエミリ・ブ
ロンテの『嵐が丘』には、多様な共通点がある。
まず『ユニコーン』と『嵐が丘』を比較する
と、ともに孤立した二軒の家を舞台とし、それら
の孤立した世界に属さないよそ者（『ユニコーン』
のマリアンとエフィンハム、『嵐が丘』のロッ

クウッド）が存在するなど、類似点が多い。し
かし、マリアンに注目すると、『ユニコーン』と
『ジェイン・エア』の関連もまた明白である。彼
女は、よそ者であり、「家庭教師」であるという
点においてだけでなく、因習的な社会からの「解
放」と「自由」を情熱的に求める女性であるとい
う点においても、『ジェイン・エア』のヒロイン、
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ジェインに重なるのである。
そして、マリアンとジェインに見られる「自
由」と「拘束」のテーマは、これら二つの作品の
結びつきを確かなものとする。両作品には「閉じ
込められた」妻がおり、二人はその妻たちの存在
を、「自由」を求めて「家庭教師」となったゲイ
ズまたはソーンフィールドという屋敷で知るこ
とになる。つまり、二人が見つけるのは「解放」
や「自由」ではなく、「拘束」なのである。彼女
たちには、「閉じ込められた」妻の「拘束」に意
図せずして関与する側面もあり、さらに、ゲイズ
やソーンフィールドにおいて彼女たち自身がほと
んど「拘束」されるという共通点もある。二人に
とってこれらの屋敷は、一時的に「自由」を感じ
させることはあっても、「拘束」に加担させられ、
自らも「拘束」されかねない、危険な場所なので
ある。
「自由」と「拘束」は、『嵐が丘』を想起させる
テーマでもある。ヒースクリフの身分を意に介さ
ず、彼と親密に接する「自由」を謳歌していた
キャサリンは、彼への愛を貫かずに裕福な隣家の
エドガーと結婚すると、世間の因習に「閉じ込め
られて」いると感じるようになる。つまり、キャ
サリンもまた「拘束」される女性なのである。
『ユニコーン』の最終章においては、マリアン
は表舞台に表れない。エフィンハムが同じ電車に
乗り込む彼女を遠くから見かける様子は描かれる
が、これは、彼女がエフィンハムを通してしか接
することのできない遠い存在となったことを示唆
しているように思われる。また、三人称で語られ
る彼の思考においてマリアンが言及される箇所

は、彼女がエフィンハムに庇護されるべき、か
弱い存在であるという印象を与えるものでもあ
る。つまり、この最終章は、彼女が男性の庇護の
外からは手が届かないほどに、再び従来的な価値
観へと組み込まれていくことを示しているのであ
る。マリアンは、社会のあり方に抵抗して「自
由」を得ようとするも、ひたすらに危機にさらさ
れ、「自由」を諦めて再び因習的な世界に「拘束」
されることを、受け容れざるを得ないのである。
『ジェイン・エア』のジェインは、自立という

「自由」を手にしても、最後には因習的な「拘束」
でもある結婚を選ぶ。『嵐が丘』のキャシーは、
母親のキャサリンが「死」をもって因習から「自
由」になっても、ヘアトンと結婚し、キャサリン
にとっての「拘束」に収まる。マリアンもジェイ
ンも、そしてキャサリンも娘のキャシーを介し
て、最終的には自らを因習の内に「閉じ込める」
のであり、『ユニコーン』と『ジェイン・エア』、
そして『嵐が丘』を結ぶのは、「自由」になれな
い女性たちの「不安」や「不満」がくすぶってい
る、この状態である。
ブロンテ姉妹の作品は、女性が従来の価値観に

「拘束」されて苦悩するという点で、マードック
の想像世界に関与している。そして、姉妹の作品
の「拘束」される女性たちは、現在もなお、世間
に「閉じ込められる」女性たちの共感を喚起し、
現代にブロンテ的要素をもつ多くの小説が存在す
る一つの大きな要因となっているのである。
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